
 

 

メインタイトル 
─サブタイトル（必要であれば） 
 

著者⽒名  
所属機関 
Email  
※企画者とのやりとりのため、投稿時点では⽒名と所属機関を記載してください。

ウェブサイトに公開する際には削除します。 
※ファイル名は、ご⾃⾝の名字にしてください。例：⼤友.docx 
 
キーワード： 
※ご⾃⾝の体験記に関わるキーワードを 5〜10 個程度記載してください。以下の

リストから、体験記の内容に関わる・あてはまるキーワードを選んでご記載くださ
い。当てはまらない場合・それ以上にある場合は、ご⾃⾝でキーワードを作って、
記載をお願いいたします。既にウェブサイトに掲載されている体験記のキーワード
（体験記の上部）もご参照ください。また、今後、場合によっては、こちらのほう
で、投稿していただいた体験記のタグを付け直したり、新たなタグをつけさせてい
ただく場合があります。 

 
キーワードリスト： 
・ハラスメントの種類 
アカハラ、パワハラ、セクハラ/性暴⼒、その他 
 
※執筆要領ではこれらのハラスメントを明確に弁別しないと記しましたが、体験

記を閲覧する⽅の便宜上、キーワード（ウェブ上のタグ）では上記のような分類を
しました．体験がどれにあてはまるか、あるいはハラスメントかどうか悩む場合は、
「その他」を選択してください． 

 
・⾃分から⾒た加害者の属性 
同僚、同級⽣、先輩、後輩、教員、学⽣、ホストファミリー、調査対象者・協⼒

者、その他コミュニティーのメンバー、⾒知らぬ⼈、駐在員、⼤使館職員、男性、
⼥性、年下、年上 

 
・フィールドワークの種類 
交換留学、語学留学、インターンシップ、学術研究（学⽣）、学術研究（教員）、

学術研究（研究員） 
 



 

 

・地域 
東アジア、南アジア、東南アジア、中東／⻄アジア、中央アジア・ロシア、⽇本、

アフリカ、ヨーロッパ、北アメリカ、南アメリカ、オセアニア、北極圏 
 
・内容 
対処法、救われた経験、体験の内省・振り返り、アフターケア、事前準備・対策、

フィールドワーク中の留意事項、お役⽴ち資料・連絡先、投げかけたい疑問・質
問・メッセージ 

 
Ⅰ 構成１ 章と節と段落 
章は I、II...... 、節は 1、2......としてください。数字の後に点をつけずに全⾓スペ

ースを⼊れてください。節よりも下の⼩⾒出しを設ける場合は番号を付さないでく
ださい。 

 
章、節、段落の分け⽬が⼀⽬で分かるように書いてください。字下げ、または⼀
⾏あけるなど⽅法は問いません。 

 
II 本⽂の体裁について 
１ 本⽂・参照⽂献リスト共通 
フォント、⽂字の⼤きさや⾏間などは特に指定いたしません。 
 
２ 本⽂ 
語尾は「です、ます」「である、だ」のどちらでもかまいません。 
 
句読点には、全⾓の「。」と全⾓の「、」を⽤いてください。 
 
登場⼈物の発⾔や⽂中での短⽂の⽂献引⽤をする際は、全⾓の鍵括弧「」を利⽤

してください。 
 
例：「短⽂の場合は、このように引⽤してください」［⾺淵 1935：9］ 
 
⻑⽂の引⽤の場合は独⽴した段落として全⾓鍵括弧でくくらずに表記し、引⽤部

分の後に、⽂献情報を表⽰してください。 
（※⽂献情報の表記の詳細は、III-１を参照） 

 
３ 写真・図・表の挿⼊ 
図や写真を⽂中に挿⼊する場合は、本⽂中での⾔及箇所の直後にある段落の切れ⽬
に、全⾓中括弧｛｝を利⽤して、指⽰してください。図のキャプション、表のタイ
トルも括弧中に記述してください。 



 

 

 
例： 
｛図１を挿⼊ キャプション：○○｝ 
｛写真２をここに挿⼊ キャプション：〇〇｝ 

 
そのうえで、写真・図・表を個別のファイルとして、原稿と⼀緒に送ってください。
その際は、図表番号（図１、写真２、表３）をファイル名としてください。 
 
例： 
表 1.png 
写真２.jpg 

 
４ 注について 

体験記で、脚注を利⽤する場合は、ワードの「脚注」のシステムを利⽤してくだ
さい。（「参考資料」タブ→「脚注」で設定できます） 

 
通し番号の書式は、デフォルトの設定（1, 2, 3…)のまま、ご利⽤ください。 

 
５ ⽂献情報の表⽰⽅法 

以下のように、全⾓⼤括弧で、著者の姓、半⾓スペース、刊⾏年、全⾓コロン、
該当ページをくくってください。 

 
例：［著者姓 刊⾏年：ページ］ 
 
詳細については、雑誌『⽂化⼈類学』の執筆細則付則１̶⽂中における引⽤表⽰

の⽅法を参照してください。 
 
III 参照⽂献リスト 
参考⽂献や URL などの追加情報がある場合は、⽂章の最後に、まとめてリスト化

してください。 
 

それぞれの⽂献情報の分け⽬が⼀⽬で分かるように改⾏してください。 
 

外国語⽂献が混ざっている場合は、原則として、五⼗⾳順リスト、アルファベッ
ト順リストに分けて、この順に整理してください。漢字・カナ表記、アルファベッ
ト表記以外の仕⽅で書かれた⽂献に関しては、どちらのリストに⼊れるかは著者の
判断にお任せします。 

 
⽂献情報の詳細な表記⽅法は、雑誌『⽂化⼈類学』の執筆細則付則２「参照⽂献」

における⽂献表記の⽅法を参照してください。 


